『源氏物語』「さだ過ぐ」考 by 吉海 直人 & YOSHIKAI Naoto
〔要旨〕
『源氏物語』の「さだ過ぐ」に注目し、広く用例を調



























ここではじめて典侍の年齢が明記される。前の「年いたう老いたる」 「かうさだ過ぐる」からは、せいぜい四十歳台と想像され だろうから、六十に近いと 意外である。それだけに、彼女の好色な行為がいっそう不似合いである。
（
341頁）
















































































































と説明されている（男女で微妙なニュアンス 違いが感じ れる） 。これによれば、望月氏の言われている女性 例 けでな
く、男性の用例もあることになる。ただし源典侍のような老人という解釈はどこに 提示されていない。となると源典侍の例は特殊（例外）な であろうか。　
用例全般から言えることは、まず上代に既に用例があること、
















過ぐ」は『源氏物語』の特殊用語と言えそうだ（もちろんほとんどの語の用例数は、分量 多い が突出して るのだが） 。それは『源 が恋物語であるこ 、また女の心内を描き出しているからでもあろう。　
その『源氏物語』の影響を受けてか、 『源氏物語』以前より


























































とあった。これは下に「ふるぶるしき人」とあって、いかにも老人を想起させるが、実は清少納言自身のことを自虐的に述べたところで る。頭注に 「作者自身のこと。 の年三十歳ぐらいか」と記されている。 「いと」とあっても意外に若いのではないだろうか。　
どうやら「さだ過ぐ」の古い用法は、 「時機を逸する」とい














































































































































































































































とで、過半数の例が処理できそうである。 かも源氏を含めた男性の例は、すべて四十歳以降であった。ここで『角川古語大辞典』に「男の壮年期を過ぎること、女 年ごろ 過ぎることに用いる。 」とあったことが想起される。 るいは「壮年期を過ぎること」が四十歳台 「年ごろを過ぎ こと」が三十歳台と、男女で使 分けされているのかもしれない。　
また「さだ過ぐ」だけに、女性に用例が集中していることも、




































































































































1 ） 小山利彦氏「朝顔の周辺と斎院御禊のこと」 （ 『源氏物語
宮廷行事の展開』おうふう・平成３年９月）
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元年（九七〇年）説もある（ 『紫式部』吉川弘文館） 。少なくとも「さだ過ぐ」を根拠にして今井説を排除することはできそう ない。
（
7 ） 源氏に関しては、四十の賀以後に「過ぐる齢」という類
義語が四例集中して用 られている（若菜上
57頁・若菜下
273頁・若菜下
280頁・鈴虫
386頁） 。また『源氏物語』以前で
は『古今集』八九六番・八九八番・ 『伊勢物語』五一段に用いられており、本来は歌語だったことがわか 。
（
8 ）残りの一例は、大皇の宮の述懐で、
こよなうさだ過ぎ
たまへりし、世のつねの人ざまに、
ひき移され、 （巻四
388頁）
である。
一四
